
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六
月
十
七
日
～
十
八
日 
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（平成 30年） 
５月７日 

 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

題字・織田隆夫  

 

蓮
門
会
の
発
足
は
平
成
六
年
の
こ
と

で
す
。
昭
和
五
十
四
年
に
五
位
組
で
始
ま

っ
た
連
研
の
修
了
者
の
た
め
の
聞
法
の

集
い
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
北
陸
門
徒

は
も
と
も
と
、
蓮
如
上
人
の
教
化
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
門
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
蓮
門
会
と
名
付
け
た
の
で
す
。
養
藤
了

文
組
長
の
時
代
で
、
初
代
の
会
長
は
福
岡

町
上
向
田
の
山
下
信
光
さ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
山
上
一
正
さ
ん
、
米
澤
治
一
さ
ん

と
受
け
継
が
れ
て
、
今
の
城
山
昭
市
会
長

の
時
代
ま
で
来
た
の
で
す
。 

初
期
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
講
師
を

依
頼
し
て
来
た
の
で
す
が
、
近
年
は
発
足

当
時
の
事
務
担
当
者
で
も
あ
っ
た
私
が

専
任
講
師
の
よ
う
な
状
態
で
、『
唯
信
鈔
』

『
後
世
物
語
聞
書
』『
正
信
念
仏
偈
』『
歎

異
鈔
』『
御
文
章
』
、
そ
し
て
現
在
『
蓮
如

上
人
御
一
代
記
聞
書
』
の
お
話
を
し
て
い

ま
す
。
二
年
に
一
度
は
研
修
旅
行
を
と
い

う
こ
と
で
、
恵
信
尼
の
里
や
、
赤
尾
道
宗

の
寺
・
城
端
別
院
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

少
し
で
も
ご
法
義
に
関
心
の
あ
る
方
に

は
、
是
非
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

  

蓮門会に参加しませんか

居                    ・ 

 

         2018年（平成 30年）5月 7日 五位組だより        第１６号   ４ 

黎 明 講 座 ご 案 内 

 

三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
二
十
七
日 

 

朝 

六
時 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
三
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

五位組 行事予定 

山
岸    

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

   

朝 

五
時
三
十
分 

 

歴
史
講
座 

日
程 

七
月
四
日
（
水
）午
後
七
時 

場
所 

赤
丸 

性
宗
寺 

講
師 

小
矢
部
市
西
中 

 

津
山 

玄
亮 

師 

第
二
十
回
五
位
組 

 

夏
休
み
子
ど
も
大
会

日
程 

八
月
九
日
（金
） 

場
所 

土
屋 

珉
照
寺 

両
講
合
同
夏
期
講
座 

日
程 

八
月
一
日
（
水
）午
後
一
時 

場
所 

こ
ぶ
し
荘 

講
師 

未
定 

主
催 

平
等
講
・二
十
五
日
講 

 

 

五位組だより 第１６号 平成３０年５月７日発行 

発行所 五位組組長事務所 (土屋 珉照寺内) / 編集・製作 五位組門徒推進員協議会 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

テ
ー
マ
「
蓮
如
上
人
の
こ
と
ば
」 

※
全
六
回
（
一
回
あ
た
り
一
時
間
半
ほ
ど
で
す
） 

四
月
八
日
（
日
）
十
五
時 

麻
生
谷 

西
光
寺 

五
月
六
日
（
日
）
十
六
時 

四
日
市 

浄
明
寺 

六
月
三
日
（
日
）
十
六
時 

赤
丸 

 

性
宗
寺 

七
月
一
日
（
日
）
十
七
時 

佐
加
野 

光
明
寺 

十
月
七
日
（
日
）
十
六
時 

笹
川 

 

広
済
寺 

二
月
三
日
（
日
）
十
五
時 

内
島 

 

教
願
寺 

年
会
費 

五
千
円(

全
六
回
分) 

（
※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
） 

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
当

日
会
場
の
お
寺
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
会
で
す
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
お
問
合
せ
は
、 

蓮
門
会
事
務
局
：
藤
田
宝
祐(

中
保 

善
教
寺) 

（
電
話
０
７
６
６
❘
３
１
❘
１
４
５
３
）
ま
で 

                
 

長
光
寺 

念
仏
奉
仕
団 

 
(

京
都 

本
願
寺
へ)

日
程 

六
月
四
日
（月
）か
ら 

 

六
月
五
日
（火
）ま
で 

申
込
・詳
細
は
、
石
堤 

長
光
寺
ま
で 

 

 

 

研修旅行   上越市  浄興寺   

編 

集 

後 

記 

 

お
寺
は
内
陣
と
外
陣
が
あ
り
、

私
た
ち
は
内
陣
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

阿
弥
陀
さ
ま
に
向
か
っ
て
参
拝
し

て
い
ま
す
。
外
陣
に
座
っ
て
、
お

も
む
ろ
に
合
掌
し
て
念
仏
を
称
え

て
い
ま
す
が
、「
こ
の
私
が
、
お
参

り
を
し
て
い
る
」
と
い
う
思
い
ば

か
り
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
お
寺
は
、
阿
弥
陀
さ
ま

に
照
ら
し
出
さ
れ
、
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
い
く
所
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。
阿
弥
陀
さ
ま
は
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
い
う
お
姿
で
、
私
の
口

か
ら
お
出
ま
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

お
寺
を
参
拝
す
る
と
い
つ
の
ま
に

か
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
こ
ぼ
れ

て
く
だ
さ
る
の
は
、
私
の
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
し
み

じ
み
と
「
ご
縁
だ
な
ぁ
」
と
有
り

難
く
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
平
成
二
十
九
年
度
五

位
組
門
徒
推
進
員
・
蓮
門
会
合
同

研
修
旅
行
で
、
上
平
村
の
行
徳
寺

並
び
に
城
端
別
院 

善
徳
寺
へ
参

拝
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
り

難
い
ご
縁
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

合
掌 

 

二
〇
一
八
年
度
蓮
門
会
日
程
表 

 

連 

門 

会 

の 

発 

足 

 

 

蓮 

門 

会 

の 

歴 

史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
願
寺 

岡
西
法
英 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

聞法の集い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  お 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
三
日 

朝
九
時
三
十
分 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
市
井 

 
 

 

公
文
名 

眞 

師 
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２ 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 

六
月
十
二
日 

昼 

二
時 

 

六
月
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 
 

 

石
川 

了
英 

師 

笹
川    

広
済
寺 

六
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

昼 
一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
岡
西 

好
持 

師 

他 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

 

法
話 

 

氷
見
市
布
施 

 
 

 

圓
山  

望  

師 

 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

二
時 

七
月
十
日 

昼 

二
時 

法
話 

 

小
矢
部
市
西
中 

 

平
野 

信
教 

師 

 

立
野    

永
念
寺 

八
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
笹
川 

 
 

 

福
田 

慶
隆 

師 

山
岸    

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

赤
丸    

性
宗
寺 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 

新
原 

忠
男 
師 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 

 
 

秋
知 

仁
史 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。※日程は変更になる場合があります。 

 

四
日
市 

 

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
の
予
定 

 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

 

辻      

西
福
寺 

 

七
月
二
十
二
日 

朝 

十
時  

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
朴
木 

 
 

 

青
木 

哲
隆 

師 

そ
れ
は
近
代
国
家
の
誕
生
と
言

う
光
の
世
界
と
暗
い
影
の
部
分 

が
か
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
語
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

明
治
二
年
、
維
新
政
府
は
廃
仏

毀
釈
、
神
仏
判
然
令
を
全
国
に
向

か
っ
て
発
令
し
た
。
富
山
藩
で
は

大
参
事
に
任
用
さ
れ
た
林
太
仲
は

一
宗
一
寺
と
す
る
合
寺
令
を
発
し

た
。
合
寺
令
と
は
、
三
百
余
の
真

宗
寺
院
を
一
寺
だ
け
残
し
、
合
併

す
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
藩

内
の
全
僧
侶
は
猛
反
発
し
た
が
、

監
禁
さ
れ
、
大
砲
を
向
け
ら
れ
て

弾
圧
さ
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
仏
像

仏
具
が
焼
き
払
わ
れ
た
。
婦
負
郡

小
倉
村
に
あ
っ
た
永
善
寺
も
、
富

山
の
梅
澤
町
の
持
専
寺
に
合
併
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
富
山
藩
の
弾
圧

は
日
本
で
一
番
の
規
模
の
も
の
で

あ
っ
た
。
林
太
仲
を
大
参
事
に
登

用
し
、
裏
で
指
導
し
て
い
た
の
は

中
央
政
府
の
高
官
と
な
り
廃
仏
毀

釈
の
執
行
担
当
官
参
与
と
な
っ
た

元
長
州
藩
士
広
沢
真
臣
で
あ
っ

た
。（
の
ち
に
真
臣
は
暗
殺
さ
れ
、

太
仲
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
） 

 
 
 
 
 

～
次
の
ペ
ー
ジ
へ
～ 

現
在
、
五
位
組
の
中
で
明
治
維
新

の
折
に
そ
の
歴
史
的
な
渦
中
に
巻

き
こ
ま
れ
た
寺
院
は
永
善
寺
だ
け

で
あ
る
。 

「
維
新
」
と
言
う
こ
と
ば
は
「
こ

れ
新
し
き
も
の
な
り
」
と
言
う
意
味

で
、
百
五
十
年
経
っ
た
今
で
も
日
本

人
が
誇
り
に
し
て
い
る
こ
と
ば
で

あ
る
。 

永
善
寺 

 
 

高
岡
市
山
川 

 
私
が
蓮
門
会
に
入
会
し
た
い
き
さ
つ

は
、
お
世
話
を
し
て
い
る
永
賢
寺
の
住

職
か
ら
連
研
の
受
講
を
勧
め
ら
れ
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
受
講
修
了
後
、

本
山
で
中
央
教
修
に
参
加
す
る
中
で
、

仏
法
に
つ
い
て
の
関
心
が
よ
り
深
ま
り
、

時
間
が
あ
れ
ば
高
岡
教
務
所
の
定
例

法
座
や
五
位
組
寺
院
の
法
座
に
も
聴

聞
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
蓮
門
会
の
こ
と
も
耳
に
し
、
是
非
に

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
浄

土
真
宗
の
教
え
を
い
た
だ
き
、
現
在
は

岡
西
法
英
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
お
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。  

 

蓮
門
会
と
私 

 
 
 

城
山
昭
市 

自
坊
紹
介 

 
武
士
の
時
代
で
あ
っ
た
江
戸
時

代
よ
り
、
も
っ
と
武
力
を
強
化
し
、

戦
争
の
た
め
の
国
づ
く
り
を
図
っ

た
新
政
府
は
、
神
道
国
家
へ
の
転
換

を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

永
善
寺
が
歴
史
の
流
れ
に
翻
弄

さ
れ
、
転
々
と
し
て
、
石
堤
村
山
川

に
着
い
た
の
は
明
治
三
十
二
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
緑
の
森
の
中
に
、

村
人
達
に
よ
っ
て
永
年
待
ち
こ
が

れ
て
い
た
お
浄
土
が
建
立
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

永
善
寺
の
記
録
の
中
に
、
山
川

村
・
広
谷
村
・
勝
木
原
村
の
檀
徒
と

な
っ
た
人
達
百
余
名
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

（
永
善
寺
代
務
住
職 

中
山
法
遂
） 

 

 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
七
日 

昼 

一
時
三
十
分 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 

山
名 

一
徳 

師 

又
、
蓮
門
会
で
は
定
期
的
に
浄
土

真
宗
に
関
わ
る
地
域
を
訪
ね
て
い
ま

す
。 数

年
前
に
は
、
親
鸞
聖
人
が
流
さ

れ
た
越
後
を
巡
り
、
上
陸
の
地
で
あ

る
居
多
ヶ
浜
や
聖
人
ゆ
か
り
の
お
寺
、

恵
信
尼
の
里
を
訪
ね
ま
し
た
。
道
中

の
バ
ス
の
中
で
は
、
各
々
大
好
き
な
飲

み
物
を
片
手
に
、
み
な
和
気
あ
い
あ
い

楽
し
み
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。 

毎
年
の
総
会
後
に
も
懇
親
会
が
あ

り
、
同
じ
思
い
の
人
と
雑
談
を
し
な
が

ら
時
を
過
ご
す
の
も
、
当
会
の
良
い
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 研修旅行 城端別院 善徳寺 

研修旅行  上越市 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  お 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
三
日 

朝
九
時
三
十
分 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
市
井 

 
 

 

公
文
名 

眞 

師 
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２ 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 

六
月
十
二
日 

昼 

二
時 

 
六
月
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 
富
山
市
水
橋 

 
 

 

石
川 

了
英 

師 

笹
川    

広
済
寺 

六
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 

岡
西 

好
持 

師 

他 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 
昼 

一
時
三
十
分 

 

法
話 

 

氷
見
市
布
施 

 
 

 

圓
山  
望  

師 

 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

二
時 

七
月
十
日 

昼 

二
時 

法
話 

 

小
矢
部
市
西
中 

 

平
野 

信
教 

師 

 

立
野    

永
念
寺 

八
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
笹
川 

 
 

 

福
田 

慶
隆 

師 

山
岸    

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

赤
丸    

性
宗
寺 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 

新
原 

忠
男 

師 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 

 
 

秋
知 

仁
史 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。※日程は変更になる場合があります。 

 

四
日
市 

 
浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
の
予
定 

 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

 

辻      

西
福
寺 

 

七
月
二
十
二
日 

朝 

十
時  

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
朴
木 

 
 

 

青
木 

哲
隆 

師 

そ
れ
は
近
代
国
家
の
誕
生
と
言

う
光
の
世
界
と
暗
い
影
の
部
分 

が
か
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
語
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

明
治
二
年
、
維
新
政
府
は
廃
仏

毀
釈
、
神
仏
判
然
令
を
全
国
に
向

か
っ
て
発
令
し
た
。
富
山
藩
で
は

大
参
事
に
任
用
さ
れ
た
林
太
仲
は

一
宗
一
寺
と
す
る
合
寺
令
を
発
し

た
。
合
寺
令
と
は
、
三
百
余
の
真

宗
寺
院
を
一
寺
だ
け
残
し
、
合
併

す
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
藩

内
の
全
僧
侶
は
猛
反
発
し
た
が
、

監
禁
さ
れ
、
大
砲
を
向
け
ら
れ
て

弾
圧
さ
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
仏
像

仏
具
が
焼
き
払
わ
れ
た
。
婦
負
郡

小
倉
村
に
あ
っ
た
永
善
寺
も
、
富

山
の
梅
澤
町
の
持
専
寺
に
合
併
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
富
山
藩
の
弾
圧

は
日
本
で
一
番
の
規
模
の
も
の
で

あ
っ
た
。
林
太
仲
を
大
参
事
に
登

用
し
、
裏
で
指
導
し
て
い
た
の
は

中
央
政
府
の
高
官
と
な
り
廃
仏
毀

釈
の
執
行
担
当
官
参
与
と
な
っ
た

元
長
州
藩
士
広
沢
真
臣
で
あ
っ

た
。（
の
ち
に
真
臣
は
暗
殺
さ
れ
、

太
仲
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
） 

 
 
 
 
 

～
次
の
ペ
ー
ジ
へ
～ 

現
在
、
五
位
組
の
中
で
明
治
維
新

の
折
に
そ
の
歴
史
的
な
渦
中
に
巻

き
こ
ま
れ
た
寺
院
は
永
善
寺
だ
け

で
あ
る
。 

「
維
新
」
と
言
う
こ
と
ば
は
「
こ

れ
新
し
き
も
の
な
り
」
と
言
う
意
味

で
、
百
五
十
年
経
っ
た
今
で
も
日
本

人
が
誇
り
に
し
て
い
る
こ
と
ば
で

あ
る
。 

永
善
寺 

 
 

高
岡
市
山
川 

 

私
が
蓮
門
会
に
入
会
し
た
い
き
さ
つ

は
、
お
世
話
を
し
て
い
る
永
賢
寺
の
住

職
か
ら
連
研
の
受
講
を
勧
め
ら
れ
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
受
講
修
了
後
、

本
山
で
中
央
教
修
に
参
加
す
る
中
で
、

仏
法
に
つ
い
て
の
関
心
が
よ
り
深
ま
り
、

時
間
が
あ
れ
ば
高
岡
教
務
所
の
定
例

法
座
や
五
位
組
寺
院
の
法
座
に
も
聴

聞
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
蓮
門
会
の
こ
と
も
耳
に
し
、
是
非
に

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
浄

土
真
宗
の
教
え
を
い
た
だ
き
、
現
在
は

岡
西
法
英
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
お
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。  

 

蓮
門
会
と
私 

 
 
 

城
山
昭
市 

自
坊
紹
介 

 

武
士
の
時
代
で
あ
っ
た
江
戸
時

代
よ
り
、
も
っ
と
武
力
を
強
化
し
、

戦
争
の
た
め
の
国
づ
く
り
を
図
っ

た
新
政
府
は
、
神
道
国
家
へ
の
転
換

を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

永
善
寺
が
歴
史
の
流
れ
に
翻
弄

さ
れ
、
転
々
と
し
て
、
石
堤
村
山
川

に
着
い
た
の
は
明
治
三
十
二
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
緑
の
森
の
中
に
、

村
人
達
に
よ
っ
て
永
年
待
ち
こ
が

れ
て
い
た
お
浄
土
が
建
立
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

永
善
寺
の
記
録
の
中
に
、
山
川

村
・
広
谷
村
・
勝
木
原
村
の
檀
徒
と

な
っ
た
人
達
百
余
名
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

（
永
善
寺
代
務
住
職 

中
山
法
遂
） 

 

 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
七
日 

昼 

一
時
三
十
分 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 

山
名 

一
徳 

師 

又
、
蓮
門
会
で
は
定
期
的
に
浄
土

真
宗
に
関
わ
る
地
域
を
訪
ね
て
い
ま

す
。 数

年
前
に
は
、
親
鸞
聖
人
が
流
さ

れ
た
越
後
を
巡
り
、
上
陸
の
地
で
あ

る
居
多
ヶ
浜
や
聖
人
ゆ
か
り
の
お
寺
、

恵
信
尼
の
里
を
訪
ね
ま
し
た
。
道
中

の
バ
ス
の
中
で
は
、
各
々
大
好
き
な
飲

み
物
を
片
手
に
、
み
な
和
気
あ
い
あ
い

楽
し
み
な
が
ら
の
旅
で
し
た
。 

毎
年
の
総
会
後
に
も
懇
親
会
が
あ

り
、
同
じ
思
い
の
人
と
雑
談
を
し
な
が

ら
時
を
過
ご
す
の
も
、
当
会
の
良
い
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 研修旅行 城端別院 善徳寺 

研修旅行  上越市 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六
月
十
七
日
～
十
八
日 
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念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

題字・織田隆夫  

 

蓮
門
会
の
発
足
は
平
成
六
年
の
こ
と

で
す
。
昭
和
五
十
四
年
に
五
位
組
で
始
ま

っ
た
連
研
の
修
了
者
の
た
め
の
聞
法
の

集
い
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
北
陸
門
徒

は
も
と
も
と
、
蓮
如
上
人
の
教
化
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
門
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
蓮
門
会
と
名
付
け
た
の
で
す
。
養
藤
了

文
組
長
の
時
代
で
、
初
代
の
会
長
は
福
岡

町
上
向
田
の
山
下
信
光
さ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
山
上
一
正
さ
ん
、
米
澤
治
一
さ
ん

と
受
け
継
が
れ
て
、
今
の
城
山
昭
市
会
長

の
時
代
ま
で
来
た
の
で
す
。 

初
期
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
講
師
を

依
頼
し
て
来
た
の
で
す
が
、
近
年
は
発
足

当
時
の
事
務
担
当
者
で
も
あ
っ
た
私
が

専
任
講
師
の
よ
う
な
状
態
で
、『
唯
信
鈔
』

『
後
世
物
語
聞
書
』『
正
信
念
仏
偈
』『
歎

異
鈔
』『
御
文
章
』
、
そ
し
て
現
在
『
蓮
如

上
人
御
一
代
記
聞
書
』
の
お
話
を
し
て
い

ま
す
。
二
年
に
一
度
は
研
修
旅
行
を
と
い

う
こ
と
で
、
恵
信
尼
の
里
や
、
赤
尾
道
宗

の
寺
・
城
端
別
院
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

少
し
で
も
ご
法
義
に
関
心
の
あ
る
方
に

は
、
是
非
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

  

蓮門会に参加しませんか

居                    ・ 
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黎 明 講 座 ご 案 内 

 

三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
三
十
一
日 

 
朝 
六
時 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 
 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 
 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
三
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時
三
十
分 

五位組 行事予定 

山
岸    

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

   

朝 

五
時
三
十
分 

 

歴
史
講
座 

日
程 

七
月
四
日
（水
）午
後
七
時 

場
所 

赤
丸 

性
宗
寺 

講
師 

小
矢
部
市
西
中 

 

津
山 

玄
亮 

師 

第
二
十
回
五
位
組 

 

夏
休
み
子
ど
も
大
会

日
程 

八
月
九
日
（木
） 

場
所 

土
屋 

珉
照
寺 

両
講
合
同
夏
期
講
座 

日
程 

八
月
一
日
（水
）午
後
一
時 

場
所 

こ
ぶ
し
荘 

講
師 

未
定 

主
催 

平
等
講
・二
十
五
日
講 
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各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

テ
ー
マ
「
蓮
如
上
人
の
こ
と
ば
」 

※
全
六
回
（
一
回
あ
た
り
一
時
間
半
ほ
ど
で
す
） 

四
月
八
日
（
日
）
十
五
時 
麻
生
谷 

西
光
寺 

五
月
六
日
（
日
）
十
六
時 

四
日
市 

浄
明
寺 

六
月
三
日
（
日
）
十
六
時 

赤
丸 

 
性
宗
寺 

七
月
一
日
（
日
）
十
七
時 

佐
加
野 
光
明
寺 

十
月
七
日
（
日
）
十
六
時 

笹
川 

 

広
済
寺 

二
月
三
日
（
日
）
十
五
時 

内
島 

 

教
願
寺 

年
会
費 

五
千
円(

全
六
回
分) 

（
※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
） 

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
当

日
会
場
の
お
寺
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
会
で
す
。
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
お
問
合
せ
は
、 

蓮
門
会
事
務
局
：
藤
田
宝
祐(

中
保 

善
教
寺) 

（
電
話
０
７
６
６
❘
３
１
❘
１
４
５
３
）
ま
で 

                
 

長
光
寺 

念
仏
奉
仕
団 

 
(

京
都 

本
願
寺
へ)

日
程 

六
月
四
日
（月
）か
ら 

 

六
月
五
日
（火
）ま
で 

申
込
・詳
細
は
、
石
堤 
長
光
寺
ま
で 

 

 

 

研修旅行   上越市  浄興寺   

編 

集 

後 

記 

 

お
寺
は
内
陣
と
外
陣
が
あ
り
、

私
た
ち
は
内
陣
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

阿
弥
陀
さ
ま
に
向
か
っ
て
参
拝
し

て
い
ま
す
。
外
陣
に
座
っ
て
、
お

も
む
ろ
に
合
掌
し
て
念
仏
を
称
え

て
い
ま
す
が
、「
こ
の
私
が
、
お
参

り
を
し
て
い
る
」
と
い
う
思
い
ば

か
り
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
お
寺
は
、
阿
弥
陀
さ
ま

に
照
ら
し
出
さ
れ
、
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
い
く
所
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。
阿
弥
陀
さ
ま
は
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
い
う
お
姿
で
、
私
の
口

か
ら
お
出
ま
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

お
寺
を
参
拝
す
る
と
い
つ
の
ま
に

か
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
こ
ぼ
れ

て
く
だ
さ
る
の
は
、
私
の
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
し
み

じ
み
と
「
ご
縁
だ
な
ぁ
」
と
有
り

難
く
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
平
成
二
十
九
年
度
五

位
組
門
徒
推
進
員
・
蓮
門
会
合
同

研
修
旅
行
で
、
上
平
村
の
行
徳
寺

並
び
に
城
端
別
院 

善
徳
寺
へ
参

拝
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
り

難
い
ご
縁
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

合
掌 

 

二
〇
一
八
年
度
蓮
門
会
日
程
表 

 

連 

門 

会 
の 
発 

足 

 

 

蓮 

門 

会 

の 

歴 

史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
願
寺 

岡
西
法
英 
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